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「命をいただく」という視点で　 （『命の授業』から学ぶこと） 
   

　 しらいのりこさんは、新潟県出身の「お米料理研究家」として、また「ごはん同
盟」として活動し、おいしいご飯の炊き方や、ご飯に合うおかずをテレビや雑誌
などで発信されています。全国の米どころを訪ね、生産者の思いや地域の食文
化を丁寧に紹介し、「ごはんをおいしく食べること」と「作り手への敬意」を結び
つけています。「ただお腹を満たすために食べる」のではなく、「どんな人が、ど
んな思いで育てたお米なのか」を知り、想像し、感謝しながら食べることの大切
さを、料理や言葉を通して伝えています。 
　動物は食べなければ生きていけませんが、人間は「おいしく食べる工夫」をし、「命をいただくことへの感
謝」を言葉や行動で表すことができます。料理し、味わい、振り返ることで、「これは誰かの命であり、誰か
の労働の結晶である」という気づきが生まれます。 
　 しらいさんの授業で、お米の話から「命」や「食料自給率」「自炊の大切さ」にまで話が広がったことは、
日々の食事が、社会や地球の課題ともつながっていることを実感するきっかけになったはずです。 
　 「命の授業」から、生きるために必要な力を整理します。 
〇考える力　 目の前の一膳のごはんの背景にある、生産者、運ぶ人、作る人、環境や社会のことまで想
像し、自分の生活や行動を見直そうとする力です。残さず食べる、自炊を増やしてみる、地元の食材に目
を向けるといった具体的な行動につながっていきます。 
〇伝える力　 「おいしい」「ありがたい」「もったいない」といった感情を、言葉にし、相手に伝える力です。
食卓で「おいしいね」「作ってくれてありがとう」と伝える小さな一言が、命のつながりを実感する第一歩に
なります。 

学校生活で育てたい「生きる力」 
 
　 本校は、毎日の給食や家庭科・保健の授業、弁当の日やランチルーム給食を通して、命や食について考
える機会を大切にしています。給食の時間に、食材の産地や作り手の話題にふれ、「今日はどんな命をい
ただいているのか」を意識するだけでも、食べ方が変わっていきます。今回の授業をきっかけに、食べるこ
とを「当たり前」ではなく、「命と命がつながる大事な時間」として受け止め、一人一人が自分の生活を見つ
め直しながら、よりよく生きようとする力を育んでいきたいと考えています。 
 
≪命の授業≫　振り返りから 
・改めて日本が誇れる食材というのを実感した。また簡単に家でできる小技も習ったので、少しずつ自立への道を辿るた

めにもやってみたいなと思った。 
・お米も一つ一つの工程を工夫するだけで旨味が増すことを改めてわかりました。家でも実践してみます。 
・自炊は自由への第一歩というお話が印象に残りました。お腹が空いた時お菓子を食べるのではなく、お米を炊いてお

かずを作り健康にいい食事をしたいです。また、お米を炊くときは冷水で洗って食べたいです。 
・家でよくご飯を炊くのですが、毎回違う硬さになり、家族から「硬い」「やわらかすぎ」等と文句を言われるので、おいし

いご飯が炊けたらいいなと思っていました。教えてもらった美味しいご飯の炊き方を早速やってみます。 
・お米について色々知れたし、料理を作る事への楽しさ、大切さ、そして作ってくれた人への感謝を伝える事も大事だと

改めて思いました。食べる事は生きる上で欠かせないもので、同時に生活を豊かに充実にしてくれる重要なものなので

これからも感謝の気持ちと食への喜びを大切にしていきたいです。 
 
≪給食の1年生のアンケートから≫ 
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未来の時間を守るために （「終末時計」と平和の約束） 

 
　 1月29日付の東京新聞コラム「洗筆」では、物語『モモ』に出てくる「時間どろぼう」の話を紹介していま
した。今、私たちの未来という大切な時間が、現実の世界でも「どろぼう」に狙われているかもしれません。 
　 人類の滅亡を午前0時とした「終末時計」は、今、あとわずか「85秒」（1月27日発表）です。核兵器、
気候変動やＡＩなどのリスクが、私たちの未来を削っているといいます。 
　 特に大切なのが、アメリカとロシアが核兵器を減らすと誓った「新戦略兵器削減条
約（新START）」という約束です。この約束が2月5日に期限を迎えました。 
「失効すれば、終末時計から大切な残り時間が盗まれることになります。」（「洗筆」から引用） 
　 平和とは、一方的な主張を押し通すことではなく、話し合って「約束」を守り続ける
ことでつくられます。平和を壊す「どろぼう」は、対話をあきらめる心の中に現れます。未来の時間を盗ま
せないために、今、世界で何が起きているかを一人ひとりが関心を持ち続けること。それが平和への第一
歩だと思います。 
 
 

自分の言葉で考え伝えること　 （久米宏さんが遺したメッセージ） 
 
　 中学生にはなじみが薄いと思いますが、今年1月1日、アナウンサーの久米宏さんが亡くなられました。久米さんが生涯を

通して社会に問いかけ続けた想いは、今を生きる私たちへの指針にもなると思います。 
  
1. 「自分の意見」をもつ勇気 
　 「久米宏のような一介のタレントがこれだけのことを言うのか、だったらもっと俺も言ってやろ
う、（略）俺も言おう、あいつはこうだ、俺はこうだということで見て欲しいんですね。」 
　 → 一人ひとりが自分の頭で考え発信することの大切さを語る。（2004年3月24日「ニュースステーション」） 
 
2. 「気がつかないうちに」始まる危機 
　「人々が、気が付かないうちに戦争って、入っていったんですよね。割と似てると思うんですよ
ね。あの頃と今って。（略）雰囲気が。とっても危機感を持っています」 
　→ 戦争は突然始まるのではなく、無関心や「なんとなく」の空気から忍び寄るもの。だからこそ、今の社
会で何が起きているのか、敏感でいることが平和への第一歩だと訴えました。（2019年7月19日「あさイチ」） 
 
　 南中では日々の教育活動の中で、これらのことを大切にしてきました。その一つに、確かな情報に触れ
時代を読み解く力（メディアリテラシー）を養うこと。もう一つは、生徒会活動などを通じて、生徒が「意見
表明権」を存分に発揮できる場を保障することです。 
　情報の真偽を見極め、自らの言葉で意思を示す。これこそが「平和教育」の核心であり、予測不能な時
代を力強く生き抜く人間の育成につながると考えます。 
 
 

自立への第一歩、お金の知恵で未来を描く　 （金融教育） 
 
　 1月20日（火）ジブラルタ生命の協力で出前授業を全学級で行いました。 
　 お金を学ぶことは、将来の夢を実現し、自立した生活を送るための基礎となり
ます。進学や就職などのライフプランを立て、生活費や「手取り」の仕組みを理解
することで、経済的な自立を具体化します。また、18歳成人に伴い契約への責任
が重くなるため、消費者トラブルを防ぐ知識も不可欠です。限られた収入の中で
「必要なもの」を優先する管理能力を養い、リスクへの備えを持つことで、人生の
選択肢を広げることが可能になります。 
 

2月の主な行事
２日（月） 朝会、安全指導、ﾗﾝﾁﾙｰﾑ給食（～13日） １９日（木） 避難訓練　 　 　 　 放学 
４日（水） 教員研修　 　 　 　 　 放学 ２０日（金） 　 　 　 　 　 　 　 　 放学 
６日（金） 漢字検定 ２１日（土） 都立高校一次入試 

１０日（火） 平和学習 ２３日（月） 天皇誕生日 
１１日（水） 建国記念の日 ２４日（火） 学年末考査（国・数・≪音≫）　 ※  
１２日（木） 委員会 ２５日（水） 学年末考査（英・美・≪技家≫）　 ※ 
１６日（月） 生徒朝会 ２６日（木） 学年末考査（理・社・≪保体≫） 
１７日（火） 職員会議　 　 　 　 放学 ２７日（金） ２年実力テスト、学校評議員会
１８日（水） １年劇団四季「ライオンキング」鑑賞

      ※ 24 日（火）、25 日（水）は給食がありません。≪　≫は、1，2 年生が実施の教科です。 
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